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玉川第一小学校・学校だより 令和４年10月28日
Ｎｏ，１４

文責：校長酒井

～失敗やトラブルを学びに変える教育～
＜☆ともだち大好き！☆学ぶの大好き！☆じぶん大好き！＞

いよいよ明日は土曜参観デー。
すでに何度もお知らせしましたが，久々の参観日を前に，子どもたちもやる気十分です。今回の参

観は，コロナ禍でずっと開催できなかった学習発表的な要素も盛り込み，通常の授業と表現を主とし
た授業との２本立てとしました。会場を教室や体育館に分けたのはそのためです。
玉一では，今年，研究のテーマを「自己肯定感を持ち自主的に学ぶ児童の育成」～のびのびと表現

する子ども～とし，自分の思いを積極的に書いたり，間違いを気にせずに考えを言えたり，相手を意
識しながら考えを伝えたりできる児童の育成を目標に進めてきました。
当日の体育館での授業は，これまでの学習で培った表現力を，そして，教室を中心とした授業では，

聞くこと，書くこと，話すことといった基本的な学習習慣の定着にも着目していただきたいと思いま
す。春から進めてきたものですので，きっと成長の跡をお見せできるとことと自負しています。久々
の授業参観ですので，お子さんの姿を，次の項に照らし合わせ，チェックしながら参観し，帰宅後ご
家庭で話題にしてみるのも良いかも知れません。

□ 教師や友達の顔を見て話を聞いているか。
□ 授業中の姿勢を正しく保っているか。
□ 黒板の文字をノートにきちんと書いているか。
□ 発表の際の声の大きさや姿勢はどうか。
□ 机の上や中は整理整頓されているか。
□ グループ活動では，友達と意見を伝え合っているか。
□ ノートの文字は丁寧か？習った文字は使われているか。
□ ロッカーや机の中は整理されているか。

項目にチェックが入った箇所は，習慣化が図られているところです。
ご家庭で大いに褒めてあげてください。参観をして反対に気になる事がありましたら，遠慮せずにご
連絡ください。また，１１月には個別懇談もありますのでご相談ください。

第１回優勝者は誰に!？
１１月１日は校内マラソン大会。今年からコースを学校と中村池の周辺としました。昨年度までは

「お花見公園」が会場でしたが，学校から遠く，当日だけでなく試走等に時間を要することと，駐車
場の確保が難しいことなどが理由で，新コースを設定しました。更に，新しいコースは地域の多くの
方々にも子どもたちの様子を見ていただくことが容易にできます。
ただ，新コースはゴール前の心臓破りの坂が最大の難所です。高学年は距離も上り坂も長いので，

緊張感も高まります。昨日は全学年が２回目の試走を終えました。授業中や朝の時間の練習が力にな
っているのでしょう，前回よりも走るスピードが数段にアップしましたし，途中で投げ出す子もいま
せんでした。
マラソンは自分との闘いです。最後の上り坂を，歯を食い

しばりながら，「例えゆっくりでもいいから歩かず走り切るこ
とが一番の目標」と，スタート前に声をかけるつもりです。
コロナ禍の影響もあり，マラソン大会の中止を決めた学校も
あると聞きますが，玉一では教育目標の「たくましい子ども」
に直結する最も大切な行事と捉えています。大会まであとわ
ずか，ご家庭でも，励ましの声かけをお願いします。
今年も男女の１位には，月桂冠を準備しています。今年は

体育委会の６年生に手伝ってもらい作成しました。作成途中
「これって，校長先生作ってたんですか？ 100 均かと思って
いました。本物なんだ。」という子どもたちの気づき!？もあり，
楽しく作業が進みました。 ＜高学年の試走より＞

＜３年生練習風景＞


